
 

分析プラットホーム+ DN7 

AP+DN7 

 

トラブルシューティング 
 

現象 

分析プラットホーム初回起動時に、コンソール画面に 

“ImportError: DLL load failed: 指定されたモジュールが⾒つかりません。”  

というエラーメッセージが表示され、分析プラットホームが起動しない。 

 

 

 

主な原因 

分析プラットホームの初回起動時には、起動に必要な各種ライブラリのインストールをするために "Microsoft Visual C++

ランタイムライブラリ" を使用します。このとき、対象 PC の Windows OS のバージョンアップや、Microsoft Office のインス

トールの状況により " Microsoft Visual C++ランタイムライブラリ" のバージョンが異なることで、ライブラリのインストールに

失敗することがあります。 

 

対応⽅法 

次頁以降に示す⽅法で 

" Microsoft Visual C++ランタイムライブラリ" のインストールを⾏った後に、分析プラットホームを再度⽴ち上げてください。 
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1. PCのシステムの種類 (32bit/64bit) を確認する 

分析プラットホームを⽴ち上げる PC にログインしてください。その後、デスクトップ左下にある虫眼鏡のアイコンを押すと表示さ

れる検索ボックスに “システム” と入力し、システム (コントロールパネル) を開いてください。 

 

 

 

詳細情報画面で、”システムの種類” を確認してください。 

 64ビットオペレーティングシステム: x64 

 32ビットオペレーティングシステム: x86 
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2. Microsoft Visual C++ランタイムライブラリ の 

インストール用 exe ファイルをダウンロードし、インストールする 

以下の URL から "Microsoft Visual C++ランタイムライブラリ" ダウンロードサイトへ移動してください。 

 https://learn.microsoft.com/en-us/cpp/windows/latest-supported-vc-redist?view=msvc-170 

 

 

 

ページ中ほどにライブラリのダウンロードリンクがあります。1 章で確認した対象 PC の “システムの種類” に合わせて、x64 

(64 ビット) か x86 (32 ビット) のどちらかの exe ファイルをダウンロードしてください。 

 

 

 

" Microsoft Visual C++ランタイムライブラリ"は過去のバージョン (本資料の場合 2015, 2017, 2019, 2022) も導

入されます。 これらはパラレルインストール (複数のバージョンが並⾏に存在) されます。 

https://learn.microsoft.com/en-us/cpp/windows/latest-supported-vc-redist?view=msvc-170
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ダウンロードしたインストール用の exe ファイルをダブルクリックし、インストールを開始してください。 

 

 

 

 

 

3. 分析プラットホームを起動する 

“Microsoft Visual C++ランタイムライブラリ” のインストールが完了したら、再度分析プラットホームを通常通り⽴ち上げ

てください。 

 


